
 

 

 

 

北 前 船 寄 港 地 

日本遺産『外ノ浦』ガイドブック 

「会津屋八右衛門氏頌徳碑」から外ノ浦湾を望む 



 

松原浦(松原湾) 「会津屋八右衛門氏頌徳碑」から松原湾、浜田城址を望む 

 

 



 

松原浦と外ノ浦 松原浦は浜田藩の直浦で、松原浦は遠浅で直接船を着岸できず、艀を利用して、益田方面から 

の米年貢を陸揚げしていた。 
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今津屋(会津屋)八右衛門の碑 江戸時代の回船問屋、浜田藩の御用商人として、「神福丸」の船頭今津屋(会津屋)清助

の子。寛保 10年生まれ。外国との密貿易が発覚して、斬首された。昭和 10年に遺徳を顕彰するため現在地に「会津屋

八右衛門氏頌徳碑」が建立された。 
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外ノ浦  天然の良港。外ノ浦の番所を経由して入出港していた。旧浅井村に属す田野尻の河口付近に津和野藩の 

蔵屋敷が享保１６年(1731)に松原浦から移転され、津和野藩奥部(波佐組、久佐組、日貫組)から紙年貢の半紙の津出 

しが行われ、外ノ浦から紙が積みだされた。※田野尻→高津→青原・城下(公用紙・黄檗紙)    



 

外ノ浦の外観 米屋、但馬屋は、金刀比羅神社を挟んで隣接している廻船問屋である。両船問屋は石見の鉄や米 

なども取り扱い、外ノ浦から北前船で積み出された。 

 



 

金刀比羅神社 享保 3年に海上安全を祈願して、四国金比羅権現と大物主神が合祀されこの地、外ノ浦に勧請さ 

れた。明治 38年に火災で焼失した。その後。明治 40年に再建され今日に及んでいる。神社の左隣に廻船問屋の 

米屋があった。 



 

金刀比羅神社の由来記 

 

 



 

但馬屋 北前船の寄港地としての外ノ浦は、天然の良港であり、但馬屋は、船問屋を経営し石見産品を商いして、 

北前船を介して手広く商いを行っていた。写真の左側が旧但馬屋邸で、最盛期は但馬屋前の港には、右の帆船写真 

(清水邦行氏蔵)の様に多くの北前船が寄港していた。 

 



 



 

水ケ谷 水ケ谷の船着き場は、北前船の寄港地で水の補給港でもあった。 

 



 

津和野藩の蔵屋敷の移転経緯 

 

 



 

田ノ尻 旧浅井村に属す田野尻の河口付近に津和野藩の蔵屋敷が享保 16年(1731)に松原浦から移転され、津和野 

藩奥部(波佐組、久佐組、日貫組)から紙年貢の半紙の津出しが行われ、外ノ浦から紙が積みだされた。※田野尻→ 

高津→青原・城下(公用紙・黄檗紙) 写真の中央奥が蔵屋敷の位置である。 



 

年貢米の津出 波佐組(金城町)、久佐組(金城町)、日貫組(邑南町)の殿蔵から年貢米が田ノ尻の蔵屋敷へ馬の背で運 

ばれた。湊へ出すことを津出しと称した。右の大福帳は、年貢米の津出帳である。 

 



 

外ノ浦湾(外ノ浦湊) 対岸に日和山方面を望む。 

 

 



 

外ノ浦奥港 最盛期には、多くの廻船問屋が隣接していた。山の向うは、日本海である。水の補給(水ケ浦)や風待 

ち港として、良港であった。 

 



 

日和山方角石 北前船の出港前に船員が日和山に登り、方角石 

で日本海の風向きや潮の流れを確認した。右の写真は、方角石。 

 

 



 

番所跡 江戸時代には、外ノ浦に入港する船舶を管理するために、番所(写真左端)が設けられていた。中央の高い 

場所に遠見番所があった。この山を総称して、番所山という。 

 



 

浜田浦(浜田港)  

 



 

大歳神社と抱月の碑文 粟島公園に位置する大歳神社の境内に抱月の「浜田港に寄せる」の碑文の掲示板があり、 

近くの宝福寺には、烈女お初の墓がある。 

 

 



 

瀬戸ケ島港  

 

 



 

マリン大橋 浜田道の駅からの眺望 
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